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一般家事相談
家庭生活上の悩みごとや

、いろ
いろな手続きなどについて。
相談日は

、土・日曜・祝日を除
く毎日。午前9時~午後4時、
区役所1階区民相談室。

地
方
自
治
法
改
正

区
長
公
選
、
2
3年
ぶ
り
に
復
活

保
健
所
な
ど
の
仕
事
は
区
へ
移
る

昨
年
五
月
遠
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
"
が
第
七
十
二
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正
で
、
特
別
区
民
の
悲
願
で
あ

っ
た区長公選をはじめ
、特別区制度の
改革が
、いよいよ四月から実施されることになりました
。住民に身近な保健所

の仕事や
、都市公園その他の
仕事か都から区へ
移るわけで
す
。これは
、区民・
区嘸会など多くの関係者か
、長い間協

力して
進めてきた
、自冶権拡充連助の男
力が実っ
たといえます
。改正のあらましをお知らせします
。

区長は区民の選挙で

特別区の区畏は
、昭和二十七年

以
降
、区議会
か都知亊の同
恵を得

て辺任する方
法かとらわてきまし

た
。しかし
、特別区自冶権拡充連

動が起こ
り
、区長選出に住民の意

思
を反映させ
る凖公選制度の直接

請求の運動が各区で
展開されたな

かで
、今回の改正
が行なわれまし

た
。「区長を区民み
ずからの手で

選ぷ権利
」が二十三年ぷりに区民

の
手に
もど
。たわけで
す
。

第一
回の区
長選挙は
、二
十三区

一
斉に区議会議
員
選
挙とあわせ

て
、四月二
十七日に行なわれます
。

身近かな仕事は
区へ
移る

現在
、特別区の規模は
、人口・

面
積・
予算などでは
、一
般の市か

そ
れ以上で
す
。しかし
、区で処理

で
きる仕事は隕
られていて
、一
般

の
市で取扱う仕事の大半は都か行

なっています
。

今回の改正の
ねらいは
、住民に

とって身近かな仕事は区へ移し
、

区の
自治権をほ
ぼ市なみ
に引上げ

るこ
とです
。し
かし
、大都市とし

て
統一
的に行なうことが必要な上

下
水道・
清掃・
消防などは
、今ま

で
どおり都が行ないます
。

新たに足こ
区
J処理するこ
とに

なった主な仕事のうち
、ま
ず施・設

関係では
、

足立保健所・
千住保健所・
東和

保健相談所・
江北保健相談所・
竹

の
塚保瞳相談所

足立動労青少年祭・
元
溯江公園

・
河川緑地約三十七万平方㍍
(荒

川
)・
排水堝二十五か所

などが区へ
移ってきます
。

そのなかで
も
、特にみなさんに

関係の深い保健所では
、次のよう

な仕事を行なっています
。

▽母子の畦康診査

▽子宮カン・
冐カンなどの成人病

相談
▽
結核・
トラ
ホームなどの伝染病

予防
▽
食品店へ
の
指導などの
食品の安

全管理

※
ただし
、伝染病院・
消
毒所・
犬

の
捕獲・
食品製造業の許可な
どは

都が処理します
。

その他次の
仕事が区へ
きます
。

▽
憂築確認の
範囲の拡大
(延五千

平方哢以下
まで
)

▽
都市計画
(十六㍍未満の道路・

十
知未満の公園その他
)関係の

箏胯
てほ
j
f月黔匯りこ
と
I勲不
月即

係の届出

▽樹木の保存

▽婦人福祉賢
金その他の
援護事務

※これらの
担当窓口
などは四月号

でお知らせします
。

区
の
仕
事
は

区
の
職
員
で

区には
、区長
が採用
する特別区

固
有職員のほ
かに
、都知
事か採用

して区に配属している配属職員と

かいます
。配属職員は
、区長の
命

を受けて
仕鄂ふ・してい
ますか
、任

命権は都知事にあるので
。区畏の

人事権はかなり制限
されて
い
ま

す
。そこで
、配属職員制度が廃止

され
、区の職具に一
本化されます
。

仕事ができる財源を

このように区
が処理すべき仕
事

か増えたので
、それには多くの
経

費か必要になります
。いままで区

の財政は
、都と区の仕事の
持分
を

考えて
、都区
財政調盤制度のなか

で
、ほとんどの
事業とその
経費に

ついて決められています
。そのた

め
、区
が独自に便いみちを決めら

れるのは
、その区の税収の約十
%

にすきませんでし
た
。

この制度は多少改善されたとは

いえ
。限られた財源を有効に使わ

なければなりません
。他区に比
べ

て
少ない収入で
多くの仕事を行な

わなければならない足立区のこ
れ

からは決して
楽では
ありません
。

今後と
も
、み
なさんのご理解と

ご協力をお願いします
。

身近かな保健業務は区へ移ります

都営住宅および公社住宅の
入居者募集( 地元割当)

都住の受付は3 月29日まで

足立区に割当てら
れた都営住宅
(

新築
)と東京都庄宅供給公社西
保

木閧住宅の入居者を募集します
。

<都
営住宅
>

◇用紙交付期間

三月二
十四日
(月
)
~二十九日

全
)ただし
、土曜日は正午まで

◇用紙交付場所

区役所一
階区民部管理課・
区
役

所第二庁舎・
各出張所

◇受付期間
三月二十九日
(土
)正
午まで
に

区民部管理課に持黔するこ
と
。

また
、郵送の場合は
、三月二
十

九日
(土
)までの消印があり
、

四
月
石
(火
)までに足立郵便

局に到
着したものに限り有効
。

くわしくは
、『
申込み
の
し
お

り一
をご覧ください
。

<公社
住宅
>

東京都住宅供給公社で
は
、酉保

木闃四丁目に西保木間住宅を建設

中で
す
。
賃貸住宅二九三戸の四
割にあた

る一一
八戸
が
、区内在住の万に
割

当て
られます
。

略集時期は
、四月の上旬ですが
、

くわしくは
、東京都住宅供給公社

管理部募
集課
(渋谷区渋谷
-
1一

六
-一
四
　四〇九上
三
六一
)へ

おたずね
ください
。

募集する住宅

四
月
十
三
日
(日
)は
投
票
日

―
―
都
知
事
選
挙
―
―

四月十三日は東京都知事選挙の

投票日です
。私たちの生酒に関係
の
深い大切な選挙です
。あなたの

一
票を正しく行使して
ください
。

□
投票で
きる方
①昭和三十四年

四
月十四日まて
に生まれた方て
、

③昭和四十九年十二月十七日現在

区内に住み
、引続き住んでい
るこ

と
。ただし
、その
後住所を移転し

たときは
、都内の区市町村に移転

した場合に限り投票できます
。

□不在者投票
投票日に次の
理由

な
どで投票できない方は
、前もっ

て投票することができます
。

①仕事や旅行で投票所に行けない

方②病気
、出
産などで入院するため

投票所に行けない万

このような方は
。投票所入場盤

理券と印かん
(入場整理券
がまだ

届いていない方は
、印かんだけ
)を

もって
、区選挙管理委貝会
(区役所

三
階
)へ
きて投票して
ください
。

不
在者投票のできる期間
三月十

九日
(水
T四月十二日
(土
)、午

前八時三
十分～
午
後
五
時
(土

曜
、日眺も受付けています
)

□選挙公報の配布
知事選挙で発

行される選挙公
報は
、新聞に折込

んで
お届けします
。

折込み予定日
1四月
七日前後

折込む新聞
-嘶日『
サンケイ
、聊

衣
、日経
、毎日
。読売
(アイ
ウ

エオ順
)

右の新聞を講読されて
いない方

は
、次の区内官公署
、駅などに備

えて置きますので
、お手数で
すが

お立ち寄りの
さい
お受けとりく
だ

さい
。

選挙公報配置場所―区役所
、第二

庁舎
、出張所
、福祉
事務所
、区

民・
福祉セン
タ
ー
、区立保育園
、

図書館
、青年館
、文化会館
、老

人館
、児童館
、教
育センター
、

都税
事務所
、保健所
、保健相
談

所
、消防署
、同出張所
、水道局

営業所
、郵便局
(足立北・
足
立

西・
足立の三本局のみ
)、区
内

国鉄・
私鉄の各駅
、東武バスの

花畑・
大谷田車庫

なお
、三月三十一日までにお申

し出くだされば郵
送いたします
。

区
最
、区亀選挙や投票所のこ
と

なとくわしくは
、四月に発行する

「区の
お知らせ選挙特集兮
」で
お

知らせし
ます
。

問い合わせは区選挙管理委員会

へ
。

鹿浜備蓄倉庫

できる

鹿浜二丁目
(区西部福祉事務所隣
)に
、区内

で
三か所めの鹿反備蓄倉庫がこのほど完成しま

した
(写
X
)。鉄筋コ
ンクリー
ト平家鏤、一
四四

平方㍍で関東大震災の地震にも耐えられる耐震

耐火造で
す。今後この倉庫に、乾パン・
毛
布・

タオル
などの災害応急対策用品
が備えられ。大

地震などの不時の
災害に備えます。区では、昭和六

十
年まで
にあと十

三
櫟建設し、最終

的に区内の
備蓄倉

庫は十六櫟になる

予
定で
す。

み
なさんの
家庭

で
も、ふだんから

非常持出品などの

整備をして
おきま

し
ょう。

参

加

団

体

募

集

春
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

春とともに花の季
節となりまし

た
。美しい花壇は
、私たちの生活

にうるおいを与えて
くれます
。

五十年度花いっ
ぱいコ
ンク
ール

を行ないますので
、参加団体
(学

校
)を募集します
。今から花壇の

手入れをして
、みなさんの協力の

美を咲かしてください
。なお
、春の

コ
ンク
ール審査は五月上旬予定
。

申し
込みは区役所区民係まで
。

十
六
ミ
リ
再
講
習
会

▽期日
=百三
十五日
(火
)

午後三
時～七時の間自由参加

▽対象
区内在住・
在動の方で
、

すでに十六ミリ
資格取得者

▽場所
足立区青年館
(東武線大

師前駅下車
)

▽
持
参
す

る
も
の
　

講
習
会
修

了
証

▽
受
講
希

望
者
は
直

接
会
場
へ

センター・児童館・老人館だより
□
東部区民福祉センター
　
六〇五一
七一〇一

■四月からの新規受講者募集
-生花、
茶道、鎌倉彫、七宝

焼・・・定員各二十名
文学、
ペ
ーパー
クラフト・・・定員各五十

名
霽道…定員六十名
申込みは
、各教室とも三月二
十日

へ枩
からです
。ただし
I
Iは四月一
日
又
)
がらで
す

■
子ども映画会
-三月二十九日
(土
)午前十
時・
午後一
時

三十分・
=定員二百二十名

□
中部区民福祉センタ
ー
　
八八九
-四六六一

■毒休み映画会上二月二十九日
(土
)午後一時三十分
■

フォ
ークダンス上二月二十六日
(水
)午後二時
■老人茶

道教室上二月二十日
(木
)午後
】時

□
西部区民福祉センタ
ー
　八九七
-五〇一六

■
新入
学児童お祝い会
-三月二十三日
(日
)午後二時三十

分
■粘土工
作上二月二十六日
(水
)午後二
時
■
老人民

謡教室
-三月二十五日
(火
)午後二
時
■ミニ
紙芝居を作

ろう
I三月二十日
(木
)・
二十二日
(土
)午後二
時

□
千住区民福祉センタ
ー
　八八二
-二七六五

■いけ
花展示会
-三月二十八日
(金
)～三
十日
(日
)
■

子どもゲーム大会―四月一
日
(火
)・・・オセロ大会
、四月二

日
(水
)・・・将棋大会
、四月三日
(木
)・・・チェス大会
、陶聞

はい
ずれも午前十時三十分から
■老入茶道教
室―四月二

日
(水
)午後一
時三十分

□西伊興児童館
　

八九七
-六九四八

■
卓球教室
-三月二十三日〈日
)午後二
時
■レコ
ード鑑

賞
-―二日二十七日
(木
)午後二
時
■
映画会
-三月三十日
(

日
)午後三時三
十分
、四
月五日
(土
)午後三
時

□
新田児童館・
老人館
　
九一二
-三四二一

■おはなし会
-三月二十三日
(日
)午後二時
■子ども映

画会一
三月二十九日〈土
)午後三時

□
千住あずま児童館・老人館
　八八二
-一二一八

■子ども映画会
-三月二十九日
(土
)午後二時
■おはな

し会
-三月二十六日
(水
)午後二時
I芻
Uがみであそぽ

う
I三月二十七日
(木
)午後二時

□
教育センター
　

八五〇
-八八〇一

■プラ
ネタリウム一
般投影―
毎週木曜日
I午後六時三十分

毎週土噸日
=午後一
時三十分・
三時・
六時三十分・・・ただし

四月五日
からは午後二
時・
三時三十分・
六時三十分になり

ます□花畑区民セン
ター
　
八五〇
-二六一七

■ペ
ーパークラフト
ー三月二十一五日
(火
)午後一
時・・・材料

費四百円
■心のふれ合い
を作る親子の
遊び一
三月二
十七

日
(木
)午前十時
■映画会
1四月六日
〈日
)午前十時・

午後二時・・・「男はつ
らいよ
」三月二
十三
日
(日
)午
前
十

時・
午後二
時…「オーヶストラの少
女
」
■四月からの
新

規受講者募集
-陶芸・・・定員二十四名
、教材讐
百円
手芸
(

木目込人形
)・
=定貝二
十名
、教材
費約二千円
茶道・・・定

員二十名
、教材責約五十円
生花
1
!
・定皿二
十五名
、教材費

約四百円
<各教室とも教材費を明記していない教室は無料です
>

〔申込みとくわしいことは
、直接各施般の事務室へ
〕

■区役所(教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西都福祉事務所897- 5011
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家

庭
火
事
!
そ
の
と
き
ど
う
す
る

日
頃
の
心
が
ま
え
が
大
切

火
の
用
心
―
碓
で
も
知
っ
て
い
る

言
葉
で
す
が
。
寒
さ
が
ゆ
る
ん
で
く

る
と
、
と
か
く
忘
れ
が
ち
な
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
か
、
三
月
は
空
気
が
乾

澡
し
、
強
風
が
吹
き
、
一
年
で
い
ち

ぱ
ん
火
募
の
多
い
季
節
で
す
。

寒
威
で
火
事
が
起
き
た
ら
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
考
え
て

み
ま
し
″

う
。火

事
に
な
っ
た
ら

知
ら
せ
る
、
消
す

、
逃
げ
る
、
の

三
つ
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
何
を
先

に
や
る
か
は
。
そ
の
と
き
の
状
況
に

よ
り
ま
す
が
、
大
き
な
声
で
家
族
や

近
所
の
人
に
知
ら
せ
る
の
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ビ
ッ
ク
リ
し
て
声

が
出
な
い
と
き
は
、
洗
面
器
や
ヤ
カ

ン
を
た
た
い
て
大
き
な
音
を
出
し
て

知
ら
せ
る
の
も

】つ
の
方
法
で
す
。

一
一
九
番
は

近
所
の
人
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に

必
要
な
の
が
一
一
九
番
の
通
報
。

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
さ
な
い
で
通
報
し

よ
う
と
し
た
り
、
自
分
の
住
所
を
度

忘
れ
す
る
の
は
、
よ
く
あ
る
話
で

す
。
こ
う
し
た
あ
や
ま
ち
を
防
ぐ
た

め
に
、
近
所
の
目
じ
る
し
や
往
所
を

書
い
た
メ
モ
を
、
電
晒
の
そ
ぱ
に
貼

っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

初
期
消
化
を

通
報
し
て
も
、
消
防
車
は
す
ぐ
来

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
渋
滞

な
ど
で

、
飲
分
間
は
か
か
り
ま
す
。

こ
の
闃
に
必
要
な
の
か
初
期
消
火
。

▽
粉
末
消
火
器
は
、
手
前
か
ら
は
く

よ
う
に
火
元
を
よ
く
見
て
消
火
、

強
化
液
消
火
器
・
泡
消
火
器
は
火

を
つ
つ
み
込
ひ
よ
う
に
、
ふ
す
ま

な
ど
か
燃
え
た
ら
、
上
の
方
か
ら

消
火
す
る
。

▽
消
火
バ
ケ
ツ
は
、
床
面
が
燃
え
て

い
る
場
合
£
と
め
て
%
か
け
る

つ
も
り
で
近
い
所
か
ら
、
ふ
す
ま

や
壁
な
ど
が
燃
え
て
い
る
場
合
、

上
の
方
か
ら
半
円
を
か
い
て
i

く
"
よ
う
に
か
け
る
の
が
コ
ツ
。

逃
げ
る
決
断

天
井
に
火
が
移
っ
た
ら
消
火
の
限

界
。
危
険
で
す
か
ら
逃
げ
だ
す
こ
と

で
す
。

〇
幼
児
、
老
人
を
ま
っ
先
に

〇
鯉
の
中
で
は
姿
勢
を
低
く
、
タ
オ

ル
で
募
や
口
を
お
さ
え
る

〇
備
え
つ
け
の
避
難
器
具
を
陋
用
す

る
〇
寝
て
い
た
と
き
は
、一
譬
え
な
ど

に
気
を
と
ら
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
逃

げ
る

い
ろ
い
ろ
あ
げ
て
み
ま
し
た
が
、

い
ざ
火
募
に
な
る
と
、
気
が
ど
う
て

ん
し
て
し
ま
う
も
の
、
日
頃
か
ら
の

心
が
ま
え
が
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

消
防
に
関
す
る
相
談
は

千
住
消

防
署
八
八
二
-
〇
一
一
九

西
新
井
消
防
署
八
八
六
-
四
一
八
七

千
住
公
益
質
屋
の

貸
付
休
止
に
つ
い
て

千
庄
公
益
質
屋
は
、
都
合
に
よ

り
四
月
一
日
か
ら
当
分
の
間
、
貸

付
業
務
を
休
止
い
た
し
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
西
新
井
公
益
質
屋
(
闘

原
二
丁
目
三

〒
四
　

八
八
〇

―
○
〇
七
七
)
は
今
ま
で
ど
お
り

営
業
を
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
6
5
)

―
―
旧
島
根
村
か
い
わ
い
　
そ
の
三
―
―

勝
山
準
四
郎

鳥
根
村
の
昔
を
知
る
の
に
大
変
好
都
合
な
の
は

先
年
「
鳥
根
史
鹸
」か
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

。

こ
れ
は
当
地
在
住
の
榎
本
義
憲
氏
が
苦
心
し
て

巣
録
し
た
も
の
で
、村
の
歴
史
か
ら
社
寺
の
縁
g

、

今
も
伝
わ
る
鳥
根
ぱ
や
し
に
も
ふ
れ
、
又
江
戸
末

期
の
村
の
姿
を
示
す
文
書
ま
で
忝
記
さ
れ
て

い

る
。
更
に
付
図
と
し
て
大
正
時
代
の

民
家
百
余
戸
の
所
在
と
屋
号
(
俗
称
)

を
刻
明
に
調
べ
図
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
史
談
と
付
図
は
町
会
発

行
の
会
員
名
簿
に
も
巻
頭
に
掲
載
さ

れ
、町
内
各
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
土
地
に
生
れ
育
っ
た
者
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
労
作
で
あ
る
。
変

遷
限
り
な
い
当
区
を
考
え
る
と
、
こ

の
よ
う
に
在
往
の
方
々
か
奥
際
に
経

験
し
た
り
見
聞
し
た
土
地
の
昔
の
姿
を
今
記
録
さ

れ
る
な
ら
、
他
の
者
が
文
一

や
聞
一
を
た
よ
り
に

文
を
畷
る
よ
り
一
一

真
央

を
伝
え
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
「
鳥
根
史
談
」
を
あ
え
て

紹
介
し
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
の
鳥
根
村
は
、
街
遭
筋
の

村
と
し
て
、
そ
れ
も
街
遭
往
来
の
旅
客
相
手
に
生

き
る
村
で
な
く
、
純
朴
な
農
村
と
し
て
順
調
な
発

展
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
幕
府
が
文

政
十
年
(
一
八
二
七
)
と
天
保
九
年
(
一
八
三
八
)
の

二
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
各
村
々
の
「
余
業
調

査
」
報
告
一
を
み
る
と
は
っ
き
り
す
る
。
「
余
業
」

は
今
の
副
業
又
は
兼
業
の
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
村

内
で
農
業
の
片
手
間
に
「
商
い
≒
睹
暇
人
」
を
し

て
い
る
者
を
譌
蓋
し
一
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
の
文
政
十
年
は
家
斉
将
軍
の
治
世
で
、
い

わ
ゆ
る
化
政
時
代
の
末
期
に
当
た
り
、
天
下
太
平

を
・う
た
わ
れ
た
一
面
財
政
の
痢
乏
、
長
脇
差
の
横

行
な
ど
不
安
を
か
か
え
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
幕
府
は
こ
の
年
関
東
地
方
の
村
々
に
改

革
組
合
の
結
成
を
命
じ
、
本
区
の
村
々
も
、
千
住

樌
を
除
き
、
豊
鳥
耶
(
荒
川
区
)
三
村
と
と
も
に
四

十
二
村
で
組
合
を
つ
く
り
、
そ
の
手
は
じ
め
の
仕

事
か
こ
の
余
業
調
査
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
幕
府
と

し
て
は
、
商
業
は
、
江
戸
市
内
や
宿
場
で
営
業
す

る
商
人
に
ま
か
せ
、
農
村
で
は
百
姓
は
農
業
一
淦

に
柵
を
出
し
、
年
貫
完
納
第
一
に
心
轡
け
る
ぺ
ま

と
の
方
針
で
、
た
と
え
片
手
間
で
も
商
売
な
ど
は

好
ま
し
く
な
い
と
考
え
、
そ
の
実
態
調
査
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
一
の
届
先
は
当
時
新
詮

さ
れ
た
関
東
取
締
出
役
(
八
州
廻
り
)
で
あ
る
か
、

実
は
こ
の
時
の
調
査
報
告
一
(

副
本
)
の
二
回
分

か
、
そ
の
時
の
組
合
大
惣
代
で
あ
っ
た
本
区
佐
野

町
の
佐
野
家
に
そ
っ
く
り
保
管
さ
れ
て
あ
っ
た
。

当
時
の
区
内
を
知
る
誠
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

こ
の
文
書
か
ら
天
保
九
年
の
鳥
根
村
の
分
を
衄

記
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

○

一
、
高

五
百
拾
弐
石
弐
斗
八
升
五
合

日
本
橋
へ
三
里
日
光
遭
中
付
ニ
テ
市
場

二
ハ
御
座
ナ
ク
俟

此
家
数
九
拾
八
軒
内
七
拾
五
軒
農
業
一
統
渡
世

弐
拾
三
軒
商
並
防
職
人

人
別

五
百
弐
拾
七
人

以
下
商
売
、
防
戦
人
名
が
列
記
し
て
あ
る
。

(
つ
づ
く
)

天保九年の余業調査書
鳥根村分(佐野家文書)

四
月
に
開
校

西
新
井
中
・
入
谷
小

区
立
学
校
9
7は
都
内
一

足
立
区
の
人
口
は
現
在
約
六
十
一
万

人
。
十
年
前
と
比
べ
る
と
十
一
万
人
も

増
え
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
こ
の
人
口

増
加
に
お
く
れ
な
い
よ
う
、
各
租
の
施

股
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す

。

学
校
建
設
も
こ
の
中
刀
大
切
な
事
業

の
一
つ
で
す
。
毎
年
新
し
い
学
校
が
で

き
て
い
ま
す
か
、
今
年
も
四
月
に
は
、

小
学
校
と
中
学
校
が
、
一
校
ず
つ
開
校

し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
区
立
の
学
校
数
は

小
学
校
六
十
九
、
中
学
校
二
十
八
、
あ

わ
せ
て
九
十
七
校
に
な
り
、
こ
れ
は
二

十
三
区
で

】番
多
い
数
字
で
す
。

規
模
・
通
学
区
域

新
設
さ
れ
る
学
校
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
(
学
校
名
・
所
在
地
・
児
童
生

徒
数
・
学
級
数
の
順
)

◎
入
谷
小
学
校

・
・
・
入
谷
街

一
四
六
一
三
〇

七
人
・
九
学
級

通
学
区
域
・・・
舎
人
町
四
〇
一
～
五
〇

〇
、
一
八
〇
一
～
三
〇
〇
〇
、
三
一

六
一
～
三
一
八
〇
、
入
谷
町
三
〇
〇

～
五
〇
〇
、一
〇
八
一
~
二
○
〇
〇
、

三
一
八
〇
以
上

◎
西
新
井
中
学
校
・・・
西
新
井
七
丁
目
こ

ニ
ー
一

八
三
三
人
・
二
十
学
級

通
学
区
域
・・・
西
新
井
一
丁
目
～
七
丁

目
全
域
、
谷
在
家
一
丁
目
全
域
、
西

伊
興
町
六
〇
～
七
〇
、
伊
輿
町
諏
訪

木
全
域

開校を待つばかり(入谷小)

まず一 本緑ふやして
ゆたかな 街に

―緑化推進標語入選発表―
さ
き
に
、
緑
化

の
標
語
を
募
集
し

ま
し
た
と
こ
ろ

、

中
学
生
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
方
か
ら
応

募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

総
数
一
九
七
点

の
中
か
ら
、
次
の

方
か
た
が
入
選
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
標
語
は
、
緑

化
の
た
め
に
有
効

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
敬
称
略
)

第
一
位

ま
す
一
本

緑
ふ
や
し
て
叭
た
か
な
街

に

飯
島
甚
四
郎
(
千
住

―
丁
目
)

第
二
位

さ
あ

も
ど
そ
う

豊
か
な
緑
と
青
い

空

吉
田
静
夫
(
六
町
)

よ
い
琿
境

祿
弯
て
て

子
に
孫
に

樋
口
正
枝
(
中
央
本
町
四
丁
目
)

第
三
位

衒
ぐ
る
み

縁
化
で
ま
も
る
青
い
空

本
間
募
八
(
青
井
三
丁
目
)

住
み
よ
い
環
境

あ
ふ
れ
る
緑

佐
藤

進
(西
新
井
本
町
四
丁
目
)

生
か
そ
う

伸
ば
そ
う

み
ん
な
の
緑

臼
倉
栄
治
(
千
住
仲
町
)

木
蔭
の
想
い
出

子
ど
も
に
孫
に

橋
本
完
寿
郎
(
江
北
四
丁
目
)

小
さ
な
鉢
植

大
き
な
や
す
ら
き

松
井
サ
ト
(
花
畑
町
)

佳
作片

山
昭

古
山
芙
美
枝

赤
川
悠
子

坂
入
恵
子

山
口
本
蔵

古
賀
建
藏

沢
田
モ
ト
子

か
久
保
恒
夫

野
口

義
嗣

小
林
春
子

ガ
ソ
リ
ン
無
鉛
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

通
商
産
業
省
で
は
、
鉛
に
よ
る
環
境

汚
染
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

、
二
月

一
日
か
ら
冫

ソ
リ
ン
無
鉛
化
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
、
農
林
、
建

設
作
業
等
エ
ン
ジ
ン
に
便
わ
れ
て
い
る

ガ
ソ
リ
ン
に
は
、
無
鉛
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
各

メ
ー
カ
ー
か
ら
送
ら
れ
た
ス
テ

。カ
ー

を
指
定
場
所
に
貼
付
し
給
油
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
エ
ン
ジ
ン
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
を
一
応
の
条
件

の
も
と
で
使
用
し
続
け
ま
す
と
、
エ
ン

ジ
ン
に
不
調
を
き
た
し
た
り
、
エ
ン
ジ

ン
性
能
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
に
応
じ
て
各
メ
ー
カ
ー
か

ら
指
示
さ
れ
た
有
鉛
ガ
ソ
リ
ン
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
二
輪
車

は
、
ス
テ
'
カ
ー
を
貼
付
し

ま
せ

ん

が
、
無
鉛
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
の
使

用
で
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
疑
問
の
点
や
ご
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
販
売
店
へ
、
蚣

油
方
法
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ユ
タ

ン
ド
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
4
7
)

「同
和
」事
業
と
は
②

現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
「
同
和

」

事
業
は
、
戦
前
の
融
和
事
業
と
根
本

的
に
異
り
ま
す
。

大
正
七
年
に
お
こ
っ
た
「
米
騒
助
」

で
、
こ
の
闘
い
の
先
頭
に
立
っ
て
い

た
の
が
都
落
民
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
政
府
は
、
何
と
か
都
落
民
の
不
満

を
お
さ
え
、
懐
柔
す
る
た
め
に
行
な

っ
た
の
が
融
和
事
業
で
す
。

ほ
ん
の
泪
金
で
、
都
落
内
の
ポ
ス

を
通
じ
て
集
会

所
や
浴
場
そ
っ
く

り
、
同
時
に
『
政
府
は
都
落
Q
こ
と

に
こ
う
も
気
を
く
ぱ
っ
て
い
る
≒
差

別
さ
れ
る
の
は
部
落
民
か
屬
い
か
ら

で
、
言
葉
づ
か
い
や
身
な
り
を
よ
く

す
れ
ば
差
別
は
な
く
な
り
、
他
の
人

々
も
つ
き
合
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
」
と
い
う
融
和
思
想
を
植
え
つ
け

よ
う
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
差
別
と
闘
う
水
平
社
の
連

動
か
お
こ
り
出
し
て
か
ら
は
「
あ
の

よ
う
な
過
激
な
連
動
を
や
れ
ば
事
業

は
行
な
わ
な
い
。
政
府
の
言
う
こ
と

を
き
い
て
温
和
し
く
し
て
い
れ
ば
部

落
は
よ
く
な
る
の
だ

と
し
て
、
水

平
社
の
あ
る
部
落
に
は
益
々
弾

圧

を
、
闘
い
の
な
い
部
落
に
は
ア
タ
の

政
策
と
し
て
の
融
和
事
業
を
行
な
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
Iう
に
融
和
事
業
は
部
落
解

放
運
動
を
卿
圧
す
る
た
め
に
利
用
さ

れ
た
の
で
す
。

都
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
―
七
七
六
九

第28回都民体育大会足立区予選会実施要項
掲
示
板

■
あ
な
た
は
タ
バ
コ
を

ど
こ
で
買
い
ま
す
か

区
の
収
入
の
中
に
「
特
別
区
た
ば

こ
消
費
税
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
区
内
で
賈
わ
れ
た
た

ぱ
こ
の
数
に
応
じ
て
、
区
に
入
る
税

金
で
す
。

こ
の
税
収
入
は
、
環
境
整
備
や
福

祉
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

た
ば
こ
は
区
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

■
庭
球
場
オ
ー
プ
ン

―
上
沼
田
東
公
園
―

区
で
は
、
テ
ニ
ス
愛
好
家
の
皆
さ

ん
の
ご
要
望
に
お
こ
た
え
し
て
、
四

月
一
日
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
新
た

に
M
設
い
た
し
ま
す
。

所
在
地

江
北
六
丁
日二
〇
―
一

施
設

全
天
候
テ
ニ
ユ
コ
ー
ト
ニ
面

貸
出
し
時
間

午
前
九
時
～
午
後
五

時

賃
出
し
方
法
等
は
従
来
通
り
で

す
。
同
公
園
内
に
は
こ
の
ほ
か
、
八

月
頃
に
野
球
場
一
面
か
開
設
さ
れ
る

予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
教
育
委
貝
会
体
育
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
三
回
中
川
短
縮
了
フ
ソ
ン
大
会

を
中
川
陸
友
会
の
主
催
で
行
な
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・・・
四
月
六
日
(
日
)
午
前
十
時

場
所
・・・
中
川
堤
防

参
加
費
・・・
中
学
生
二
百
円

、
高
校
・

一
般
四
百
円

申
込
部
門
・・・
中
学
男
女
、
高
校
・
大

学
、
一
般
男
子
(
年
齢
別
)
・
女
子

申
込
み
・・・
三
月
Ξ
十
日
ま
で
に
『
繝

田
芳
雄
宅
【
中
川
二
―
二
五
-
五

を
六
〇
六
-

】〇
四
九
)
へ

■
五
月
分
の
野
球
場

抽
選
日
の
変
更

毎
月
十
二
日
に
野
球
場
の
抽
選
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
場
の
都

合
に
よ
り
つ
き
の
と
お
り
変
更
し
ま

す

。

抽
選
日

四
月
十
五
日
(
火
)

※
六
月
分
か
ら
は
従
来
ど
お
り
行
な

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

体
育
課
体
育
管
理
係

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

足
立
都
税
事
務
所

内
容

簡
単
な
筆
記
事
務

募
集
人
員

約
十
五
名

期
間

四
月
か
ら
三
か
月
程
度

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
都
税
事

務
所
庶
務
課
(
千
住
一
丁
目
七
―一

八
八
二
-
ニ
ニ

ー
)
へ
。

■
融
資
し
ま
す

商
工
業
を
営
む
方
へ

受
付
月
日
1
四
月

】臼
(
火
)
か
ら

融
資
資
格
1
▽
一
年
以
上
都
内
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

▽
従
業

員
数
(
募
業
主
と
家
族
従
業
員
を

除
く
)
は
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
場
合
二
人
以
内
、
工
業
の
場
合

五
人
以
内

担
保
・
保
証
人
-
一
切
不
要

融
資
額
卜
二
百
万
円
(
運
転
賢
金
百

万
円
)
ま
で

利
率
-
年
七
・
二
%

返
済
‐
二
年
以
内
の
月
賦
返
済

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
東
京

商
工
会
曦
所
足
立
支
部
(
千
住
仲
町

五
七
　
八
八
一
―
九
二
〇
〇
)
へ

。

三菱重工爆破事件の捜査にご協力を

■ 交通災害共済に加入しましょう… … 300円で 最高60万円の見舞金( 4 月から100 万円) … … 申込みは出張所・第二庁舎、区役所で Y・T214, 000


